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御 茶 の 水 キ リ ス ト の 教 会 

7月31日(月) 

末 席 に 着 く 

聖書朗読  ルカ １４：７～１４  

私は，自分に与えられた恵みによって，あなたがたにひとりひとりに言います。だ

れでも，思うべき限度を超えて思い上がってはいけません。      ローマ １２：３ 

 

そのとき自分が特別な感じがしました。アフリカのルワンダ出身の 2 人が，結婚

式を私の故郷であるここコロラド州でしたいと言われたのです。披露宴では，私たち

夫婦が新郎新婦にとても近い上座に着き，皆から注目を浴びたり，会場内の他の人よ

りにも先に給仕を受けたりするのは気持ちのいいものでした。 

しかし，イエス様は，このような特別扱いを求めることについて警告されていま

す。婚礼の披露宴に招かれた人々が上座を選んでいる様子に，イエス様が気づかれた

ことを，ルカは語っています。イエス様は，このような行ないは恥をかくことになる

かもしれないと言われました。披露宴にあなたを招いた人が来て，上座にあなたが座

っているのを見たら，招かれた人たちの前で，あなたが座っている席をもっと重要な

人に譲ってくださいと言うかもしれません。唯一残っている席が，部屋の後ろのほう

の使っていない椅子だとしたら，みんなの前で侮辱されることになります。 

しかし，人生においては，社会的特権はあまりないと思う立場をあえて選択する

ことを恐れてはなりません。イエス様は，「自分を低くする者は高くされる」とおっし

ゃいました。自分に対する正しい認識を神様が与えてくださることを信じましょう。 
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祈 り 全能なる神様。自分が神様にとってどれほど貴重なものであるかを知るこ

とができる認識を，あなたが与えてくださいますことを信じることができ

ますように。 

      イエス様の御名において。アーメン。 

                            ロバート・P・リー 

                            コロラド州 オーロラ 



8月1日（火） 

最 後 に す る こ と 

聖書朗読  ルカ １９：１２～１３ 

その結果，あなたがたはどんな賜物にも欠けるところがなく，また，熱心に私たち

の主イエス・キリストの現われを待っています。      Ⅰコリント １：７ 

 

イエス様のことを思うとき，私たちの関心の大半はイエス様の誕生，宣教，奇跡，

教え，受難，復活そして昇天に向けられます。 

再臨についてはどうでしょうか？ 聖書には再臨について書かれていますし，再

臨を覚えることは私たちに希望を与えるとも書いています。聖書はこのように記して

います。 

再臨を待ち望むことについては，ピリピ３：２０の『けれども，私たちの国籍は

天にあります。そこから主イエス・キリストが救い主としておいでになるのを，私た

ちは待ち望んでいます。』やⅡテモテ４：８の『今からは，義の栄冠が私のために用意

されているだけです。かの日には，正しい審判者である主が，それを私に授けてくだ

さるのです。私だけではなく，主の現われを慕っている者には，だれにでも授けてく

ださるのです。』や，テトス２：１３の『祝福された望み，すなわち，大いなる神であ

り私たちの救い主であるキリスト・イエスの栄光ある現われを待ち望むようにと教え

さとしたからです。』があります。 

再臨を急ぐことについては，Ⅱペテロ３：１２の『そのようにして，神の日の来

るのを待ち望み，その日の来るのを早めなければなりません。』。再臨を祈ることにつ

いては，ヨハネの黙示録２２：２０の『「しかり。わたしはすぐ来る。」アーメン。主

イエスよ，早く来てください。』があります。 

たくさんの不思議が私たちを待っていますが，聖書に書かれていることはすべて，

再臨は主イエス・キリストを信じる者にとって，素晴らしくて，喜びにあふれ，報わ

れるものであることを示しています。あなたが信じる者の一人であるなら，再臨を恐

れることはなにもありませんし，それどころか、待ち望むことがたくさんあるのです。 
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祈 り 主イエス様，来てください。 

      救い主の御名において。アーメン。 

                            パット・アンドリュ― 

                            テキサス州 アビリン 

8月2日（水） 

い っ し ょ に 住 ん で く だ さ い 

聖書朗読  ルカ ２４：１７～２９ 

それで，彼らが，「いっしょにお泊りください。そろそろ夕刻になりますし，日もお

おかた傾きましたから」と言って無理に願ったので，イエスは彼らといっしょに泊

まるために中に入られた。                 ルカ ２４：２９ 

 

友人のジョン・ジプソンが説教の中で，このように問いかけました。「イエス様は

招かれなくても，泊まったと思いますか？」と。私はそうは思いません。イエス様は，

招かれることなしに，私たちの生活に入ってこられることはありません。イエス様は

招かれたところにだけ行かれます。イエス様はドアの外に立たれてノックされますが，

あなたの生活に招かれることなく，押し入ることはありません。 

ルカの福音書第8章には，イエス様がゲラサ地方に行かれたとき，民衆が自分た

ちのところから離れて欲しいと願ったと書かれています。そこで，イエス様は舟に乗

られ，風が帆を満たし，来られたときと同じように静かにその地を後にされました。 

『だれでもわたしを愛する人は，わたしのことばを守ります。そうすれば，わた

しの父はその人を愛し，わたしたちはその人のところに来て，その人とともに住みま

す。』（ヨハネ１４：２３）とイエス様は言われました。 

「私たちといっしょに住んでください」と，私たちは絶えず叫ぶべきです。 
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祈 り 親愛なる神様。あなたが私たちに近づいてくださるという信仰をもって，

あなたに近づくことができますように助けてください。 

      イエス様の御名において。アーメン。 

                        ウイリアム・E・マクドナー 

                        ヤンゴン・ビルマ（カンボジア） 



8月3日（木） 

あ な た が た は ， 世 界 の 光 で す 

聖書朗読  ヨハネ ３：１６～２１ 

このように，あなたがたの光を人々の前で輝かせ，人々があなたがたの良い行ない

を見て，天におられるあなたがたの父をあがめるようにしなさい。 

                             マタイ ５：１６ 

 

私たちの文化は，キリスト教に対してますます敵対的になってきています。キリ

ストの福音が，世界の多くの地域で野火のように広まりつつある一方で，欧米社会の

大半では炎が揺れ動いています。その理由はなんでしょうか？ 使徒パウロはこのよ

うに答えています。『その場合，この世の神が不信者の思いをくらませて，神のかたち

であるキリストの栄光にかかわる福音の光を輝かせないようにしているのです。』（Ⅱ

コリント４：４）。一方，『光があれ。』（創世記１：３）と仰せられた神様は，『私たち

の心を照らし・・・輝かせてくださったのです。』（Ⅱコリント４：６）。神様は，私た

ちがキリストの中に神様のご栄光を見ることを可能にしてくださいました。山上の垂

訓において，私たちは，イエス様の大いなるご使命を初めて垣間見ます。『あなたがた

は，世界の光です。』（マタイ５：１４）とイエス様は言われます。原文では，「あなた

がた」という代名詞は，強調する位置に置かれ，「あなたがた，そしてあなたがただけ

が，世界の光です」という意味になります。 

確かに，イエス様は『世の光』であられ（ヨハネ８：１２），私たちをイエス様の

光を映す者でしかありません。しかし，人々がイエス様の光を私たちの中に見るなら，

私たちは神様がスタンドに置かれるランプとなり，『そうすれば，家にいる人々全部を

照らします。』（マタイ５：１５）。その光は闇を払拭し，この世に希望をもたらします。 

敵対的な世の中にあっても，神様は，愛をもって真理を語るように，そして私た

ちの中にイエス様の素晴らしさが見えるようにすることをお命じになられています。 

 

讃美歌 326 

祈 り 私たちのお父様。あなたがすべての光の源であることたたえます。私たち

の中でイエス様の光を輝かせ，闇を追い払うことができますように助けて

ください。 

      世の光であられるイエス様の御名においてお祈りします。アーメン。 

                           リチャード・N・アディ 

                           オレゴン州 グレシャム 

8月4日（金） 

イ エ ス 様 に 訊 い て み よ う 

聖書朗読  ヨハネ ４：１～９  

あなたがたの思い煩いを，いっさい神にゆだねなさい。神があなたがたのことを心

配してくださるからです。                 Ｉペテロ ５：７ 

 

ユダヤからガリラヤへとお戻りになる時，イエス様はサマリヤを通られました。

これは確かに近道ではありますが，しかしユダヤ人にとって普通のルートではありま

せんでした。この旅の途中，イエス様はヤコブの井戸のあたりで疲れ果てて座り込ん

でしまいました。ちょうどその時，一人のサマリヤ人の女が通りかかったのでイエス

様は水を飲ませてほしいと頼まれました。当時，ユダヤ人はサマリヤ人に声をかける

ことすらまれだったのに、まして女である自分に声をかけるイエス様を不思議に思い，

この女はイエス様になぜなのかと問いかけました。 

あなたは神様に質問することができますか？ 神様はあなたがそうすることをお

望みなのです。イエス様もこの時，疑問を口にする彼女を責めるようなことはしませ

んでした。イエス様は彼女に話しかけ関りをつくった後に，彼女に「永遠の命に至る

水」について話されたのです。 

御心にかなった人であるダビデも、神様に質問しています。『わが神，わが神。ど

うして，私をお見捨てになったのですか。遠く離れて私をお救いにならないのですか。』

（詩編 ２２：１）。イエス様は『求めなさい。そうすれば与えられます。』(マタイ 7:7)

とおっしゃっています。あなたは，神様に答えを求めないのですか？ 
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祈 り 天にいます私たちの父よ。私たちが恐れることなくあなたに尋ねることが出

きますよう。 

  イエス様のお名前によって。アーメン。 

                        ガイネリー・トーマス 

                        ニューメキシコ州 ポータレス 



8月5日（土） 

パ ン 

聖書朗読  ヨハネ ６：４１～５１ 

わたしがいのちのパンです。                ヨハネ ６：３５ 

 

皆さんパンは好きですか。私？ 私はパンを愛しパンに愛されております。しか

し不幸なことにパンというものは私に体重を与えてしまい，そして私はそれを他の誰

かに売りつけることもできません。外食をするときなんて，私は机の上にあるパン，

特にクロワッサンとザワートウなどを思うがまま口にしてしまいます。 

イエス様はユダヤ人たちに自分が天から与えられたパンであると語りました。ユ

ダヤ人たちは「何を言っているんだ？」とか「どうやってイエス様の肉を食えという

んだろう？」などと考えました。彼らの祖先は荒れ野でさまよっているときにマナを

食べていましたが，やがては死にました。しかしイエス様は自身であるパンを食べる

ものは永遠の命を得るなどというのです。 

イエス様の死と復活を信じたものは，イエス様とともにあり，やがて来る復活の

日を待つのです。 

それでは私たちの信仰を鍛えるために、以下の個所を読んでみましょう。 

『人はパンだけで生きるのではない，人は主の口から出るすべてのもので生きる』

（申命記 ８：３） 

『私たちに日ごとの糧をきょうもお与えください。』（マタイ ６：１１）。 

『また，彼らが食事をしているとき，イエスはパンを取り，祝福して後，これを

裂き，弟子たちに与えて言われた。「取って食べなさい。これはわたしのからだです。」』

（マタイ ２６：２６） 
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祈 り 聖なる父なる神様。今日も日ごとの糧をお与えください。またそうしてく

ださることに感謝します。 

      イエス様のお名前によって。アーメン。 

                      カーサ・ウインター 

                      カリフォルニア州 サン・ディエゴ 

8月6日（日） 

目 的 地 へ 

聖書朗読  ヨハネ ６：１６～２１  

それで彼らは，イエスを喜んで舟に迎えた。舟はほどなく目的の地に着いた。 

                              ヨハネ ６：２１ 

 

「まだつかないの？」。私たちは幾度となく後部座席から響く，子どもたちのこの

言葉を聞きます。 

長い旅路は辛いものです。行けども行けども続く同じような景色，ちょっとした

ことですぐに起きる口喧嘩。山奥の田舎にある祖父の家に行くとき，車によってしま

い，幾度となく「早く車から降りたい」と思った子ども時代を今でも覚えています。 

イエス様が一人で行くことを選ばれたために，弟子たちは船に乗ってガリラヤ湖

を横断することになりました。しかし船は嵐に巻き込まれることになります。決して

楽しい旅路ではなかったでしょう。そんな時，いきなりイエス様が水の上を歩いて彼

らの目の前に現れました。さらに驚くべきことは続きます。彼らは少ししかオールを

漕いでいないというのに，船はもう目的地についてしまったのです。 

人生は旅です。そしてその旅にはつまらないことや苦しいことも多くあります。

私たちは後部座席にいる子どものように「まだつかないの？」と思ってしまうことも

あります。しかしそんな時こそ顔を上げるべきなのです。イエス様はそこにいらっし

ゃいます。イエス様は静かに水面に立ち，きっと喜んで船に乗ってくださいます。な

んと，その時あなたの目の前には，あなたの目的地が広がっているのです。 
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祈 り 神様。私たちをお守りください。私たちが困難の内にあるときあなたが導い

てくださいますように。 

      イエス様のお名前によって。アーメン。 

                        マーデライン・ピーターソン 

                        ネブラスカ州 へースティング 


